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   Ｇ０１Ｎ  33/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/68     ＺＮＡ　
   Ｇ０１Ｎ   33/50     　　　Ｐ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｖ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月23日(2016.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
診断対象者から採取した生体由来試料における、デコリン遺伝子の発現を測定するステッ
プａと、
測定結果として得られた該遺伝子の発現量に基づいて、テガフール、ギメラシル、および
オテラシルカリウムの３成分を有効成分として配合した抗癌剤（以下、Ｓ－１と略称する
）の投与効果を判定するステップｂと、
を含むＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項２】
前記ステップａでは、上記遺伝子の産物であるタンパク質量を測定することを特徴とする
請求項１記載のＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項３】
前記ステップａでは、上記遺伝子のｍＲＮＡ量を測定することを特徴とする請求項１記載
のＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項４】
前記生体由来試料は、Ｓ－１化学療法を施行する前に採取した生体由来試料であることを
特徴とする請求項１記載のＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項５】
前記生体由来試料は、癌患者から採取した生体由来試料であることを特徴とする請求項１
記載のＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項６】
前記生体由来試料は、頭頸部扁平上皮癌患者、食道扁平上皮癌患者、または肺扁平上皮癌
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患者から採取した生体由来試料であることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に
記載のＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項７】
Ｓ－１化学療法を施行する前に頭頚部癌患者から採取した生体由来試料において、デコリ
ンタンパク質の発現を測定するステップａと、
測定結果として得られたデコリンタンパク質の発現量に基づいて、Ｓ－１の投与効果を判
定するステップｂと、
を含むＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項８】
Ｓ－１化学療法を施行する前に頭頚部癌患者から採取した生体由来試料において、デコリ
ンタンパク質の発現を抗デコリンタンパク質抗体を用いた免疫組織学的染色により測定す
るステップａと、
測定結果として得られた免疫組織化学的染色（ＩＨＣ）スコアのカットオフ値として１１
９を用い、Ｓ－１の投与効果を判定するステップｂと、
を含むＳ－１化学療法における投与効果判定方法。
【請求項９】
診断対象者から採取した生体由来試料における、デコリン遺伝子の発現を測定するステッ
プと、
測定結果として得られた該遺伝子の発現量に基づいて、５－フルオロウラシル（５－ＦＵ
）を有効成分として配合した抗癌剤の投与効果を判定するステップと、
を含む抗癌剤化学療法における投与効果判定方法。
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